
様式第６号

宮崎市地域コミュニティ活動交付金実績報告書

令和５年３月３１日

宮崎市長 清山 知憲 殿

主たる事務所の所在地 宮崎市佐土原町下田島 20660 番地

宮崎佐土原総合支所 北別館

名 称 広瀬西小校区地域づくり推進委員会

代 表 者 の 氏 名 会長 根井 翼

電 話 番 号 ０９８５－７２－０３５５

令和４年５月２７日付けで交付決定のありました宮崎市地域コミュニティ活動交付金につ

いては、宮崎市地域コミュニティ活動交付金に関する規則第１９条第１項の規定により、関

係書類を添えて実績報告書を提出します。

添付書類

（イ） 事業実施報告書

（ロ） 収支決算書又は収支決算見込み書

（ハ） 事業別収支計算書



（様式第６号）

（１）収入の部

（２）支出の部

令和　４　年度　事業実施報告・収支決算（見込）書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

１　総括

　 当初計画していた事業については新型コロナウィルス感染拡大防止のため、中止した
事業もあったが、対策を講じながら、順調に実施することができた。特に６部会合同で
行うウォーキングフェスタ事業・芸能文化まつりは今年度も学校をはじめ各機関や地域
住民の協力を得て大変充実したものとなった。

２　収支決算

（単位：円）

項　　目 予　算 決　算 差 備　考

基礎交付金 1,014,600 1,014,600 0

繰越金 516,432 516,432 0

自主財源 219,968 104,304 ▲115,664

負担金 210,000 0 ▲210,000

合　　計 1,961,000 1,635,336 ▲325,664

分野 事　業　名 実施年数 予　算 決　算 差 備　考

防 小学生見守り事業 18年目 65,000 24,359 ▲ 40,641

防 安心安全のまちづくり事業 18年目 5,000 588 ▲ 4,412

福 災害時における安否確認訓練事業 17年目 20,000 19,389 ▲ 611

福 高齢化対策事業 8年目 5,000 4,016 ▲ 984

環 環境の保全と美化に関する事業 18年目 61,000 12,486 ▲ 48,514

再 芸能文化まつり事業 14年目 600,000 499,675 ▲ 100,325

伝 校区内の伝統文化に関する事業 14年目 35,000 26,856 ▲ 8,144

他 ウォーキングフェスタ事業 18年目 400,000 416,430 16,430

他 住民に対する広報事業 18年目 250,000 213,058 ▲ 36,942

他 食の安心安全に関する事業 12年目 310,000 882 ▲ 309,118

他 校区内のスポーツふれあい事業 12年目 80,000 67,387 ▲ 12,613

他 推進委員会運営事業 7年目 130,000 128,700 ▲ 1,300

繰　越　金 221,510 221,510

合　　計 1,961,000 1,635,336 ▲ 325,664



３ 実施報告

［ １ ］防犯・防災に係る事業 ①

事 業 名 小学生見守り事業 実施年数 １８年目

事業期間 開始：平成１７年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○ともに支え合い安全で、安心して暮らせるまち

目 的

（期待される効果）

広瀬西小学校児童が、安心して安全に登下校ができるように地域を挙げてサ

ポートする。

（学校・地域・家庭が一体となった事業の定着）

事業内容・手段

（１） ＰＴＡ,高齢者団体、協議会登録ボランティアの見守り活動の調整

（２） 安全対策会議の実施 ５月２７日（金）

○会場

佐土原総合文化センター「大ホール」

○出席者

ＰＴＡ 小学校 高齢者団体 民生児童委員 佐土原町交番所

宮崎地区地域安全協会 各地区自治会長 推進委員会役員 部会員

計８０名

○内容

見守り活動上の問題点や地域内の危険個所などの情報の共有化

（３） 児童とボランティアとの対面式 （４月１３日）新型コロナウイルス感

染拡大防止のため中止

（４） 見守り隊感謝のつどいの実施 ３月５日（日）計２１名

各見守り地区での児童の状況の報告と問題点、良い点等について協議

小学校より、児童の感謝の文集の提供

事 業 費 ２４，３５９円

対 象 者 広瀬西小学校児童・保護者・地域に居住する住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

○子どもたちは明るい表情であいさつが出来、元気をもらっている。

○登校時は、班長・副班長を中心に、安全を意識しながら登校している。下校

時は、学年を中心に地区がまとまって下校している。

年 度 令和４年度 令和３年度

広瀬西小児童 ３１５名 ３０４名

見守り隊 ３４９名 ３６１名

合 計 ６６４名 ６６５名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

共働き家庭が殆ど

の昨今、児童の登下

校時、見守りができ

る人が少ない。

広
報⑤事業の周知 Ａ Ａ

・推進委員会広報紙への

掲載

・文書配付（個人・団体・

自治会長経由等）

② 住民の参

加
Ａ Ａ

高齢者クラブや、推

進委員会登録見守

りボランティアが

ＰＴＡと協力しな

がら参加している。 事
業
の
効
果

⑥課題解決へ

の作用
Ａ Ａ

常に学校・見守り隊・推

進委員会との連絡をと

り、情報共有に努め、問

題点の分析や対策をとっ

ている。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

Ａ Ａ

高齢者クラブ・ＰＴ

Ａ・自治会・推進委

員会登録ボランテ

ィアとの連絡調整

を担当部会が行っ

ている。

⑦住民の満足

度
Ａ Ａ

児童の登下校時に事故が

無く、安全に通学してい

る。学校や保護者からも

喜ばれている。

④各種団体と

の連携
Ａ Ａ

○小学校・交番・宮

崎地区地域安全協

会等との連携・情報

交換

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

○「安全対策会議」は新型コロナウイルスの関係で、２年度・３年度は開催出来なかった

が、４年度は、新型コロナウイルス感染防止を考えて、会場を佐土原総合文化センター

の大ホールで開催した。危険箇所や不審者情報などが共通理解出来、対策等について話

し合いをすることができた。

地域協議会からの

意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済



［ １ ］防犯・防災に係る事業 ②

事 業 名 安心安全のまちづくり事業 実施年数 １８年目

事業期間 開始： 平成１８年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○ともに支え合い、安全で、安心して暮らせるまち

目 的

（期待される効果）

緊急時に蘇生活動ができる人材の育成と安心安全のまちづくり活動参加意欲の

醸成を図る。

（地域の安心安全活動への取り組み）

事業内容・手段

（１）救命救急講習会 １１月２０日（日）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

事 業 費 ５８８円

対 象 者 地域に居住する住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０名 ０名

スタッフ ０名 ０名

合 計 ０名 ０名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニーズ

の把握
Ａ

最新の救命方法の

実技や指導の講習

に参加したい住民

が多い。

広
報⑤事業の周知 Ａ

事業内容や講話内容

について、自治会長を

通じて住民に知らせ、

参加の意欲を促して

いる。

③ 住民の参

加
Ａ

新型コロナウイル

ス感染拡大防止の

ため開催中止

事
業
の
効
果

⑥課題解決へ

の作用
Ｂ

地域住民が実習する

ことにより、交流の場

ともなっている。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

Ａ

担当部会（ふるさと

安心部会）が地区住

民に呼びかけ、受講

の必要性を啓発し

ている。

⑦住民の満足

度
Ａ

毎年内容が充実して

いるので、毎年参加し

たいとの声が多い。

④各種団体と

の連携
Ａ

消防署と事前に打

ち合わせを行って

いる。 事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

〇高齢化社会となり、いざという時のために役立つという参加者が多いので、内容の改

善を図りながら、実施していきたい。

○若い世代の参加者が少ないので中学生にも呼びかけ意識の向上を図りたい。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞

対応 未 ・ 済



［ ２ ］地域福祉に係る事業 ①

事 業 名 災害時における安否確認訓練事業 実施年数 １７年目

事業期間 開始： 平成１８年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○ともに支え合い安全で、安心して暮らせるまち

目 的

（期待される効果）

災害時における安否確認を必要とする地域住民の安否確認訓練を、日頃から実施す

ることにより、災害発生時に対応できる体制の確立。

（訓練の成果が災害発生時に発揮できる。）

事業内容・手段

（１）「安否確認訓練」による災害時安否確認訓練

令和４年７月３日（日）

（２）自治会長・統括者・副統括者会議の開催

令和４年６月２７日（月） 計３０名

安否確認者→副統括者→統括者→自治会長に報告

副統括者→統括者→本部に報告→本部で状況集計

（３）常時、安否確認訓者一覧表の修正を行い実態の把握に努める。

事 業 費 １９，３８９円

対 象 者 地域に居住する高齢者及び一人暮らしの方で安否確認登録者

参加者数

（内訳）

○ 一般参加者（要確認者数・・・確認される人）

○ スタッフ（確認者・副統括者・統括者・自治会長・本部役員）

住民の声（アン

ケートの結果等）

○「安否確認訓練」は簡単なことだと考えていたが、実際に携わって、きめ細かな

訓練であることを実感した。

年 度 令和４年度 令和３年度

確認される人 ４１名 ４８名

スタッフ ７３名 ８９名

合 計 １１４名 １３７名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニーズ

の把握
Ａ Ａ

〇「一人暮らしの人

や家族で安否確認が

できない人」は統括

者を中心に日頃から

住民の実態把握をし

ている。

広
報

⑤ 事業の周

知
Ａ Ａ

〇要確認世帯へ内容を配付し

ている。

〇確認者へ確認要領の配付と

説明をしている。

〇広報紙を全戸に配布する。

〇担当者（自治会長・統括者・

副統括者）会議を実施する。

② 住民の参加 Ａ Ａ

要確認者世帯につい

ては統括者・副統括

者・確認者が連絡を

取り合っている。

事
業
の
効
果

⑥ 課題解決

への作用
Ｂ Ｂ

災害時にこの訓練が役立つ

が、個人事情もあり要確認

世帯の把握が困難な点もあ

る。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづく

り推進委員会の

取組としての妥

当性

Ａ Ａ

各自治会からの要望

を受け、取り組んで

いる事業である。

⑦ 住民の満

足度
Ａ Ａ

実際に災害がおきた時に役

立つであろうという期待感

がある。

④ 各種団体と

の連携
Ａ Ａ

実施前・後に自治会

長・民生委員と本協議

会とが連携をとりなが

ら実施している。

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

〇自治会長・統括者・副統括者が一堂に会しての取り組みは、要確認者世帯の実態について

の共通理解を図ることが出来た。

〇訓練を繰り返すごとに要確認者と確認者のつながりと自治会長との連携もできてきて、信

頼関係も高まってきている。

〇訓練の時に不在や連絡がとれないことで、現在の状況（施設入居・入院等）の実態が把握

できる面もある。

地域協議会からの意

見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済



［ ２ ］地域福祉に係る事業 ②

事 業 名 高齢化対策事業 実施年数 ８年目

事業期間 開始： 平成２６年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○ともに支え合い安全で、安心して暮らせるまち

目 的

（期待される効果）

地域の高齢者、障がいのある方々、認知症を患っておられる方々を地域で支え

る方法を学習する。

（だれでもがともに支え合う安全で安心なまちづくり）

事業内容・手段

〇認知症サポーター養成講座の開催

会場 光陽台学習館

実施時期 令和４年６月１２日（日）

内容 認知症の基本的な知識・予防・接するときの心構え

※講師は佐土原地区地域包括支援センターの社会福祉士・保健師

キャラバンメイト 計３名

事 業 費 ４，０１６円

対 象 者 地域に居住する住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

○認知症については正しい認識が必要なので、このような講習会の開催は、理

解し合うという意味からも意義がある。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ３５名 ０名

スタッフ ３名 ０名

合 計 ３８名 ０名

０人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

自分や家族のた

め、認知症に対す

る知識や具体的な

対応などを知りた

い住民が多い。

広
報⑤事業の周知 Ａ Ａ

事業チラシを自治会

長を通じて全戸配付

した。

② 住民の参

加
Ａ

参加数の多少での

評価ではなく、参

加者があれば、必

要性のある事業で

ある。
事
業
の
効
果

⑥ 課課題解

決への作

用

Ｂ

参加者等のアンケー

トを地区住民に広報

する。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

Ａ

継続性のある事業

と捉えるのではな

く、必要性のある

事業として取り組

んでいく。

⑦ 住民の満

足度

参加者は十分満足し

て、認知症について

の理解を深めてい

る。

② 各種団体

との連携
Ａ Ａ

地域包括支援セン

ターと連絡を取り

合った。 事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

○内容についての広報の工夫を図った。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済



［ ３ ］環境に係る事業

事 業 名 環境の保全と美化に関する事業 実施年数 １８年目

事業期間 開始： 平成１７年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○自然と共生し、快適に暮らせるまち

○郷土を誇りに想い、心豊かな人が育つまち

目 的

（期待される効果）

地域の住民自らが考えて、住みよい環境の地域社会を築いていく行動力及び資

質の育成。

（地域の住民の環境問題に関する意識の高揚）

事業内容・手段

（１） 環境美化看板の設置

（２） 道路パトロールボランティア活動への参加

（３） 石崎浜ビーチクリーン活動に参加 １２月 ３日（土）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 ５月２１日（土）

（４） 廃油を利用した石鹸づくり講習会 ７月１７日（日）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

事 業 費 １２，４８６円

対 象 者 地域に居住する住民

参加者数

（内訳）

※道路パトロールボランティアは毎月地区ふるさと環境部会員１４名が実施

住民の声（アン

ケートの結果等）

○「犬の糞始末看板」の効果で、糞の処理が良くなってきており、環境保全へ

の関心が高まりがみられる。

○廃油石鹸を使用する住民が増えてきているので、開催希望の声が届いている。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０名 ２６名

スタッフ 延べ１６８名 延べ１８０名

合 計 々１６８名 々２０６名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

住みよい環境の地

域社会にするため

に住民の声を拾い

ながら事業内容を

計画している。

広
報

③ 事業の周

知
Ａ Ａ

廃油石鹸づくり講習

会は事業チラシを全

戸配付し、広報紙（全

戸配付）で様子を知

らせている。

② 住民の参

加
Ｂ Ｂ

事業チラシは配付

しているが、特に

若い世代の参加が

少ない。
事
業
の
効
果

④ 課題解決

への作用
Ａ Ａ

美化看板の設置や道

路パトロールボラン

ティアは長年実施

し、効果が出てきて

いる。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

Ａ Ａ

各地区の「ふるさ

と環境部会員」が

危険箇所の報告を

し、改善に努めて

いる。

⑤ 住民の満

足度
Ａ Ａ

廃油せっけんづくり

講習会では講師の豊

富な知識や実践が大

いに参考になると喜

ばれている。

④各種団体と

の連携
Ａ Ａ

自治会との連絡を密

にし、危険箇所や汚

れている場所の改善

に努めている

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

〇若い世代の参加を促すために、小・中学校等にも呼びかけたい。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済



［ ４ ］地域再生に係る事業

事 業 名 芸能文化まつり事業 実施年数 １４年目

事業期間 開始： 平成２１年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○自然と共生し、快適に暮らせるまち

○ともに支え合い安全で、安心して暮らせるまち

○活気があふれいきいきと働けるまち

○郷土を誇りに想い、心豊かな人が育つまち

目 的

（期待される効果）

地域住民の創作意欲の喚起と芸能文化を鑑賞する機会を設けるとともに、郷土の

物産の提供によって、郷土を見直す心の育成。

事業内容・手段

○地域住民が持っている芸能文化の発掘・発表・展示

○地場産品の展示販売

○幼稚園から大人までの作品展開催

○あらゆるジャンルのステージでの発表

○防災に関する体験

○広瀬西小学校全児童参加による学年毎のステージ発表

○広瀬西小学校全児童の学年別体験活動（茶道・読み聞かせ・石器レプリカづくり・

起震車体験・煙体験）

起震車体験・煙体験・消火体験（地元消防団も参加）

○校区内幼稚園園児・久峰中生徒もステージに参加

（事業実施日）令和５年２月２５日（土）

２月２６日（日）

（会場） 佐土原総合文化センター全館

事 業 費 ４９９，６７５円

対 象 者 地域に居住する住民及び広瀬西小学校全児童

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

○３年ぶりの開催でとっても新鮮味を感じた。広瀬西小学校全児童の学年別のステ

ージ発表は感動した。

○本当に良かった。来年も楽しみにしている。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 延べ２，１１９名 ０人

スタッフ 延べ ２３８名 ４４人

合 計 延べ２，４３７名 ４４人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニ

ーズの

把握

Ａ Ａ

ステージ発表・展

示会・バザー・体

験教室等地区住民

の希望や協力によ

り開催している。

広
報

⑤ 事 業 の

周知
Ａ Ａ

○事業チラシ（展示

会・ステージ出演希

望・バザー品依頼）

○直前チラシ（プログ

ラム）全戸配付

○広報紙（全戸配付）

② 住民の

参加
Ａ Ｂ

出演者・来場者も

多く、事業につい

ての住民の理解の

良さが伺える。
事
業
の
効
果

⑥ 課 題 解

決 へ の

作用

Ａ Ａ

開催前日まで、実行

委員・部会員・各地

区自治会長が積極

的に活動した。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

協議会の役員・部会

員・各地区自治会長

で実行委員会を立

ち上げ、役割分担を

して臨んでいる。

⑦ 住 民 の

満足度
Ａ Ａ

ステージ発表・作品

展・バザー等全てに

満足という声を多

く聞いた。

④各種団体

との連携
Ａ Ａ

体験教室の分野で

は、消防署や県埋蔵

文化財センター等

の協力を受けてい

る。

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

○新型コロナウイルスのため、３年ぶりの開催であったが、出演者、バザー用

品提供も多く、盛大に開催出来た。特に、３年ぶりに観る小学校全児童の出

演は会場が華やいだ。

○次年度は、１５回目の節目なので、更なる充実を図りたい。

地域協議会か

らの意見への

対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月 ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月 ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済



［ ５ ］伝統文化に係る事業

事 業 名 校区内の伝統文化に関する事業 実施年数 １４年目

事業期間 開始： 平成２１年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○自然と共生し、快適に暮らせるまち

○郷土を誇りに想い、心豊かな人が育つまち

目 的

（期待される効果）

地域の伝統文化や地域の歴史を知ることによって、郷土を愛する心の育成

（今まで知らなかった郷土の伝統文化等を知ることによって、郷土を見直す心の

育成）

事業内容・手段

○広瀬西小学校の児童が継承している「平小牧臼太鼓踊り」への協力と臼太鼓の

メンテナンスの実施…１０月１６日(日)（場所・・・広瀬西小学校）

○宮崎県埋蔵文化財センターの協力を受け、「石器レプリカ」作成・拓本づくり

を開催した。・・・・１２月 ３日（土）

○芸能文化まつり作品展示、会場設営及び運営

令和５年２月２５日（土）

令和５年２月２６日（日）

○宮崎県埋蔵文化財センターの協力のもと「石器レプリカづくり」を実施。

○第１７回ウォーキングフェスタコースの「佐土原町にある飫肥街道」「津倉空

襲」「浮き橋の由来」について資料を作成し参加者に配布した。

○文芸集「ひろにし文芸」を発行。

事 業 費 ２６，８５６円

対 象 者 地域に居住する住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

○宮崎県埋蔵文化財センターの全面的な協力で、石器レプリカ作成を行い、貴重

な体験が出来た。

○臼太鼓踊り用具メンテナンスについては、経年劣化による傷みが見られ、メン

テナンスが年ごとに難しくなってきた。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ２８名 ３１名

スタッフ ３名 ３名

合 計 ３１名 ３４名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地 域 ニ

ー ズ の

把握

Ａ Ａ

地域住民は地域の歴

史に関心のある人は

多いが、学習する機会

や場所が分からない。

広
報
⑤事業の周

知
Ａ Ａ

○埋蔵文化財センタ

ー出前講座チラシ

（全戸配付）

○広報紙（全戸配付）

② 住 民 の

参加
Ｂ Ｂ

埋蔵文化財センタ

ー出前講座への特

に青年層の参加が

少ない。

事
業
の
効
果

⑥ 課 題 解

決 へ の

作用

Ａ Ａ

事業への参加者は内

容に大変満足してい

るが、参加者を増や

す工夫を検討した。

い。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まち

づくり推進

委員会の取

組としての

妥当性

Ａ Ａ

平小牧臼太鼓踊りや

古墳は校区内の文化

財なので、「ふるさと

文化部会」を中心に継

承や情報収集に努め

ている。

⑦ 住 民 の

満足度
Ａ Ａ

石器レプリカづくり

への体験を通して達

成感を味わってい

る。新しい文芸誌の

発行に大きな関心を

持っている。

④各種団体

との連携
Ａ Ａ

小学校・宮崎県埋蔵文

化財センターとの連

携を図っている。文芸

誌に小学校・中高生の

投稿を考えている。

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

○宮崎県埋蔵文化財センター出前講座の内容が充実していてよかった。

○文芸誌「ひろにし文芸」を発行

地域協議会か

らの意見への

対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月 ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月 ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済



［ ６ ］その他の事業

事 業 名 ウォーキングフェスタ事業 実施年数 １８年目

事業期間 開始： 平成１７年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○自然と共生し、快適に暮らせるまち

〇ともに支え合い安全で、安心して暮らせるまち

〇活気があふれいきいきと働けるまち

○郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち

目 的

（期待される効果）

地域の良さを再発見する機会にするとともに、心身のリフレッシュの場にする。

また、集団で活動することによって、連帯意識及び絆社会づくりを目指す。

（集団で活動する楽しさと心の連携の大切さの醸成）

事業内容・手段

〇地域を生かしたウォーキングコースの設定

〇老若男女が多く参加できる複数コースの設定

〇徒歩及びバス利用区間を効率的に設定

〇グループを編成した安全・安心な活動

〇歴史・史跡等のガイドブックの作成と説明

（事業実施日） 令和４年１０月１０日（日）体育の日

（コース） 広瀬西小から、飫肥街道・豊後街道分岐点までバ

スで移動。愛宕神社の上から旧飫肥街道、津倉地

区の空襲の場、浮橋をウォーキングした。ガイド

ブックを利用した説明があり、好評であった。

（スタート・ゴール） 広瀬西小学校

※ゴールではカレーのふるまいと抽選会を行った。

事 業 費 ４１６，４３０円

対 象 者 地域に居住する住民

参加者数

（内訳）

（一般参加者の内 小学生以下の参加５名）

住民の声（アン

ケートの結果等）

○久しぶりの快晴の中、自分たちが住んでいる佐土原町内をウォーキングした。

○新型コロナウイルスによる行事が中止されることが多い中で、開催すること

ができたので、参加者にも喜ばれた。

〇ふるさと安心部会の皆さんが作ってくれた昼食のカレーが、とてもおいしか

った。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ６４名 ６３名

スタッフ ７４名 ７４名

合 計 １３８名 １３７名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

毎年、事業実施時に

アンケートを行い。

その意見を踏まえ、

次年度の事業を計画

実施している。

広
報⑤事業の周知 Ａ Ａ

〇事業チラシ（全戸

配付）

〇広報紙（全戸配付）

〇スポーツ少年団に

も呼びかけた。

② 住民の参

加
Ａ Ａ

今年度も一般参加

者・各部会員（スタ

ッフ）の参加が多く

盛会であった。 事
業
の
効
果

⑥課題解決へ

の作用
Ａ Ａ

今年度も小学生や高

齢者まで参加し、ス

タッフ共々交流が図

れた。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

Ａ Ａ

実行委員会を立ち

上げ、計画準備片

付けまで積極的に

取り組んだ。

⑦ 住民の満

足度
Ａ Ａ

アンケートでは９０％

以上が楽しかった。新

しいことを知ることが

出来た。の声があった。

④各種団体と

の連携
Ａ Ａ

佐土原総合支所や

地区自治会・広瀬

西小学校の協力を

得た。

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

〇旧飫肥街道のコースを設定したことは、大きな成果であった。

〇佐土原地域自治区にある史跡等もコースに設定したので、幅広い内容が出来た。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞

対応 未 ・ 済



［ ６ ］その他の事業 ②

事 業 名 住民に対する広報事業 実施年数 １８年目

事業期間 開始： 平成１７年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○自然と共生し、快適に暮らせるまち

〇ともに支え合い安全で、安心して暮らせるまち

〇活気があふれいきいきと働けるまち

○郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち

目 的

（期待される効果）

広瀬西小校区地域づくり推進委員会の事業内容及び地域内の特色ある活動や人

材等を広く広報して、広瀬西小校区の良さの再確認

（地域の新しい発見等を通して広瀬西小校区の良さの再確認）

事業内容・手段

（１） 推進委員会広報紙「つくしんぼう」を発行（第５６～５８号）

カラー写真を多く取り入れた内容で活動紹介

（２） 推進委員会事業の広報

各部会事業・６部会合同事業の紹介資料の作成と掲示

事 業 費 ２１３，０５８円

対 象 者 地域に居住する住民・関係各機関

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

○推進委員会の事業や各部会の活動が、写真を中心にして構成されているので

良くわかる。

〇校区内の自治会長・地域づくり推進委員会役員が、広報紙に写真入りで紹介

されているのでとても良い。

年 度 令和４度 令和３年度

一般参加者

スタッフ １６名 １６名

合 計 １６名 １６名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

自分の地区以外の

地区のことや協議

会がどんなことを

しているかも知り

たい。

広
報

⑤ 事業の周

知
Ａ Ａ

広報紙（全戸配付）を、

小中学校、団体等にも配

付している。

⑥ 住民の参

加
Ａ Ａ

事業の写真や説明

を会議の折などに

掲示して、関心が

持てるように工夫

している。
事
業
の
効
果

⑥ 課題解決

への作用
Ａ Ａ

事業の写真記録をとる

ことにより、新たな発見

もあり、次年度への参考

にできる。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

Ａ Ａ

合同事業などはふ

るさと情報部会が

役割分担して写真

や記事の収集を行

っている。

⑦ 住民の満

足度
Ａ Ａ

広報紙・掲示資料が良く

分かるように編集され

ており、レイアウトも良

くできているとの声が

聞かれる。

④各種団体と

の連携
Ａ Ａ

久峰中校区活動セ

ンターの掲示コー

ナーに、事業内容

の紹介を掲示して

もらっている。

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

○特にウォーキングフェスタ事業、芸能文化まつりでは「ふるさと情報部会員」が役

割分担をして効率のよい取材をし、広報紙の編集につなぐことができた。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞ 対応 未 ・ 済



［ ６ ］その他の事業 ③

事 業 名 食の安心安全に関する事業 実施年数 １２年目

事業期間 開始： 平成２４年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○自然と共生し、快適に暮らせるまち

〇ともに支え合い安全で、安心して暮らせるまち

〇活気があふれいきいきと働けるまち

目 的

（期待される効果）

県内各地で地域に根ざして生産される安全な食品及び加工品等の実際を訪問研

修することによって、食の安心安全に対する意識の高揚を図る。

（実際に見たり、味わったりすることによって、食の安心安全に対する意識の

高揚）

事業内容・手段

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

事 業 費 ８８２円

対 象 者 地域に居住する住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０名 ０名

スタッフ ０名 ０名

合 計 ０名 ０名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握

広
報

⑤ 事業の周

知

② 住民の参

加

事
業
の
効
果

⑥ 課題解決

への作用

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

⑦ 住民の満

足度

④各種団体と

の連携
事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済



［ ６ ］その他の事業 ④

事 業 名 校区内のスポーツふれあい事業 実施年数 １２年目

事業期間 開始： 平成２３年度 終了： なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○自然と共生し、快適に暮らせるまち

〇ともに支え合い安全で、安心して暮らせるまち

〇活気があふれいきいきと働けるまち

○郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち

目 的

（期待される効果）

校区内のスポーツ行事や伝統的な文化を継承する行事に参加することによって

自治会内、自治公民館、親子のきずなづくりを図る。

（校区内のよさを見直すとともに、みんなで創りあげようとする心の醸成）

事業内容・手段

○グラウンドゴルフ大会の開催

（期 日） 令和４年１１月６日（日）

（会 場） 広瀬西小学校 グラウンド

一般５４名、スタッフ１５名、合計６９名

○手作り凧講習会の開催（３回継続で開催）１２月４日・１１日・１８日

一般２１名、子供９名、合計 延べ３０名

○手作り凧の「新春凧揚げ大会」の開催

（期 日） 令和５年１月８日（日）

（会 場） 石崎浜

一般１６名、子供２名、国土交通省１名、合計１９名

○佐土原町体育会行事への支援活動

事 業 費 ６７，３８７円

対 象 者 地域に居住する住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

○日頃、プレイしている芝のある場所と違い、運動場なので若干の戸惑いもあ

ったが、広い運動場なので気持ちが良い。

○手作り凧は難しいが、出来上がった凧を揚げる時は達成感がある。

○海岸での凧揚げなので、風に負けない凧作りを考えたい。

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ８４名 １０４名

スタッフ １６名 １７名

合 計 １００名 １２１名



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

① 地域ニー

ズの把握
Ａ Ａ

各地区で日頃から

グラウンドゴルフ

を楽しむ人が多

い。

広
報⑤事業の周知 Ａ Ａ

事業チラシ（全戸配付）

を小学校・スポーツ少

年団・高齢者クラブに

も呼びかけた。

② 住民の参

加
Ａ Ｂ

多数の参加があ

り、熱気の中、和

気あいあいで実施

出来た。 事
業
の
効
果

⑥課題解決へ

の作用
Ａ Ａ

グラウンドゴルフ大会

は毎年参加者が多く熱

気のある大会となっ

た。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

Ａ Ａ

校区内でのスポー

ツ行事を「ふるさ

と体育部会」が準

備から片付けまで

担当している。

⑦住民の満足

度
Ａ Ａ

グラウンドゴルフ大会

は参加賞の他各賞を設

け喜ばれた。

④各種団体と

の連携
Ａ Ａ

小学校・子ども会

高齢者クラブ・グラ

ウンドゴルフ同好会

等と連携。

事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

○グラウンドゴルフ大会は、広瀬西小学校運動場での開催にしているが、参加者から

は苦情も出ずに好評である。

○手作り凧の準備、保管のため、講習会会場の１会場設定は、効果的である。

○石崎浜海岸での凧揚げ大会は、風が吹き十分に凧揚げを楽しむことができた。しか

し、会場までの距離が遠いので、検討も必要である。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済



［ ６ ］その他の事業 ④

事 業 名 推進委員会運営事業 実施年数 ７年目

事業期間 開始：平成２３年度 終了：なし

地域魅力発信

プランとの関連

活動方針 テーマ「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」

○自然と共生し、快適に暮らせるまち

〇ともに支え合い安全で、安心して暮らせるまち

〇活気があふれいきいきと働けるまち

○郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち

目 的

（期待される効果）
推進委員会の事業運営の効率化

事業内容・手段

○ノートパソコン一式の新規購入

事 業 費 １２８，７００円

対 象 者 地域に居住する住民

参加者数

（内訳）

住民の声（アン

ケートの結果等）

年 度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 人 人

スタッフ 人 人

合 計 人 人



◆自己評価（評価：Ａ 良い Ｂ 普通 Ｃ 要改善）

※ 「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。

その際、「対応」の欄が『○未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『○済』になった場合は、
次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項
本年度 前年度 本年度 前年度

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

③ 地域ニー

ズの把握

広
報⑤事業の周知

④ 住民の参

加

事
業
の
効
果

⑥課題解決へ

の作用

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ

くり推進委員

会の取組とし

ての妥当性

⑦住民の満足

度

④各種団体と

の連携
事業継続の必要性 ○有 ・ 無

良かった点･

改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

○新規ノートパソコン購入により、推進委員会事業の企画・運営に効率的に対応が出

来ている。

地域協議会から

の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済

＜地域協議会からの意見（令和 年 月・ ）＞

＜意見への対応＞
対応 未 ・ 済



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 　小学生見守り事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 24,359 

２

３

４ 合計（Ａ） 24,359 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 

２ 報償費 0 

３ 旅費 0 

４ 需用費 23,409 

○消耗品15,024
（見守りボランティア110人分カイロ330個
7,678・ポリ袋356・用紙3,587・封筒1,617
・インク1,786 ）
〇食糧費8,385
安全対策会議(お茶15本810）
感謝のつどい（お茶25本1,575・茶菓子30人分
6,000）

５ 役務費 950 〇傷害保険料・手数料（950）

６ 委託料 0 

７ 使用料及び賃借料 0 

８ 工事請負費 0 

９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 0 

１１ 積立金 0 

１２ 合計（Ｂ） 24,359 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 安心安全のまちづくり事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 588 

２

３

４ 合計（Ａ） 588 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 

２ 報償費 0 

３ 旅費 0 

４ 需用費 588 
○消耗品588（用紙 588）　　

５ 役務費 0 

６ 委託料 0 

７ 使用料及び賃借料 0 

８ 工事請負費 0 

９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 0 

１１ 積立金 0 

１２ 合計（Ｂ） 588 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 　災害時における安否確認訓練事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 19,389 

２

３

４ 合計（Ａ） 19,389 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 

２ 報償費 0 

３ 旅費 0 

４ 需用費 19,389 
○消耗品17,512（タオル14,872（169×80本＋
税）・用紙2,556・インデックス84）
○食糧費1,877（お茶35本）

５ 役務費 0 

６ 委託料 0 

７ 使用料及び賃借料 0 

８ 工事請負費 0 

９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 0 

１１ 積立金 0 

１２ 合計（Ｂ） 19,389 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 　高齢化対策事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 4,016 

２

３

４ 合計（Ａ） 4,016 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 

２ 報償費 0 

３ 旅費 0 

４ 需用費 4,016 
○消耗品1,470（用紙1,470）
〇食糧費2,546（お茶45本）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５ 役務費 0 

６ 委託料 0 

７ 使用料及び賃借料 0 

８ 工事請負費 0 

９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 0 

１１ 積立金 0 

１２ 合計（Ｂ） 4,016 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 　環境の保全と美化に関する事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 12,486 

２

３

４ 合計（Ａ） 12,486 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 

２ 報償費 0 

３ 旅費 0 

４ 需用費 10,846 

○消耗品　9,034　　　　　　　　　　　　　　　
①廃油石鹸づくり材料用具
（せっけんの素6,100・ポリ袋・ポリ手袋・布
テープ1,464・用紙1,470）　　　　　　　　　　

○食糧費1,812（廃油石鹸づくり講習会お茶35
本1,812）

５ 役務費 1,440 
傷害保険560（ビーチクリーン28×20人）
振り込み手数料880

６ 委託料 0 

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費 0 

９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 0 

１１ 負担金 200 ホタル環境教室参加費　200

１２ 合計（Ｂ） 12,486 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第7号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 　芸能文化まつり事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 310,671 

２ 繰越 100,000 

３ 自主財源 89,004 

４ 合計（Ａ） 499,675 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 

２ 報償費 15,639
お礼品タオル9,295（169×50本＋税）
野菜・花苗提供者お礼品（6,344）

３ 旅費 0 

４ 需用費 406,539 

○消耗品205,960（賞品42,240インク63,236、用紙
15,438・バザー関係費12,100・展示会用品1,771・
防災体験用品931・茶道教室用品12,020・調理容器
消耗品24,352・事務用品他21,095・設営関係費
8,377・修正シール4,400）　
〇プログラム印刷費700部　92,400
〇賄材料費（食堂食材）44,635　　　　　　　　
○食糧費　63,544
前日準備スタッフ昼食（うどん120食）12,840
会議・食堂・スタッフ給水お茶　396本26,204）
片付けスタッフ弁当代35人分　24,500

５ 役務費 21,568 
傷害保険料・手数料15,638　郵送料2,100
食堂許可申請手数料3,500・振り込み手数料330

６ 委託料 10,000 プログラムデザイン料10,000

７ 使用料及び賃借料 45,929 
施設使用料19,653・ガスリース料10,676
車両借り上げ料15,600

８ 工事請負費 0 

９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 0 

１１ 積立金 0 

１２ 合計（Ｂ） 499,675 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 　校区内の伝統文化に関する事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 26,856 

２

３

４ 合計（Ａ） 26,856 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 

２ 報償費 0 

３ 旅費 0 

４ 需用費 24,036 

○消耗品20,627
(臼太鼓補修塗料他2,218・用紙12,719・製本
テープ5,690）
○食糧費3,409（お茶57本）

５ 役務費 2,820 
傷害保険料　28×50人・手数料220
郵送料1,200

６ 委託料 0 

７ 使用料及び賃借料 0 

８ 工事請負費 0 

９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 0 

１１ 積立金 0 

１２ 合計（Ｂ） 26,856 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 　ウォーキングフェスタ事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 184,698 

２ 繰越金 216,432 

３ 自主財源 15,300 

４ 合計（Ａ） 416,430 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 

２ 報償費 0 

３ 旅費 0 

４ 需用費 179,526 

〇賄材料費26,307　カレー200名分　　　　　　　　　
〇消耗品100,442（賞品57本12,883参加賞
タオル150本28,985・子ども参加賞お菓子8人
分1,286・容器・調理消耗品15,005・
インク用紙文具40,540・ごみ袋他1,743）　
○印刷代（写真印刷費）3,354　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇食糧費49,423（下見スタッフ弁当代52名分
36,400・会議・給水お茶115本10,021・中間ポ
イント菓子3,002）

５ 役務費 11,016 
・傷害保険料8,616(28×292人振込料440）
・道路許可申請料2,400

６ 委託料 197,680 
・貸切バス借り上げ料（小型７台185,900）
・タクシー3台使用料11,780

７ 使用料及び賃借料 28,208 
・ガスセット使用料5,808・駐車料金　100
・車両借り上げ料・ガソリン代22,300

８ 工事請負費 0 

９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 0 

１１ 積立金 0 

１２ 合計（Ｂ） 416,430 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 　住民に対する広報事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 63,058 

２ 繰越金 150,000 

３

４ 合計（Ａ） 213,058 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 

２ 報償費 0 

３ 旅費 0 

４ 需用費 213,058 

○印刷代198,550　広報紙印刷代各1,900部　　
（64,790×１回・66,880×２回）　　　　　　　　　　
○消耗品14,508（インク7,541・写真用紙
2,569・ＵＳＢメモリー2,131・ＳＤカード
1,800・模造紙他467）

５ 役務費 0 

６ 委託料 0 

７ 使用料及び賃借料 0 

８ 工事請負費 0 

９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 0 

１１ 積立金 0 

１２ 合計（Ｂ） 213,058 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 　食の安心安全に関する事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 882 

２ 負担金 0 

３

４ 合計（Ａ） 882 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 

２ 報償費 0 

３ 旅費 0 

４ 需用費 882 消耗品（用紙882）

５ 役務費 0 

６ 委託料 0 

７ 使用料及び賃借料 0 

８ 工事請負費 0 

９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 0 

１１ 積立金 0 

１２ 合計（Ｂ） 882 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 　校区内のスポーツふれあい事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 17,387 

２ 繰越金 50,000 

３

４ 合計（Ａ） 67,387 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 
２ 報償費 0 
３ 旅費 0 

４ 需用費 57,821 

○消耗品　55,481　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①グラウンドゴルフ大会30,915…賞品17,027（タ
オル20本3,718・賞品米２袋2,030・お茶類12箱
11,279）参加賞10,800（180×60個）用紙
（2,160）石灰（430）発電機用ガソリン（498）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②凧づくり講習会・凧揚げ大会24,566　
凧材料用具9,920・用紙　2,940　大会参加賞40人
分特別賞6人分11,706　　　　　　　　　　　　　　
○食糧費　2,340　（グラウンドゴルフ大会　
お茶30本 2,340）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５ 役務費 6,066 
傷害保険料5,516（グラウンドゴルフ大会
28×97人・凧づくり講習会28×60人・凧揚げ
大会28×40人）手数料550

６ 委託料 0 

７ 使用料及び賃借料 3,500 車両借り上げ料 3,500

８ 工事請負費 0 
９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 0 

１１ 積立金 0 

１２ 合計（Ｂ） 67,387 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

佐土原地域自治区　　　　　　　

　　　　　広瀬西小校区地域づくり推進委員会

事　業　名 推進委員会運営事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 基礎交付金 128,700 

２

３

４ 合計（Ａ） 128,700 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 
２ 報償費 0 
３ 旅費 0 

４ 需用費

５ 役務費

６ 委託料 0 

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費 0 
９ 原材料費 0 

１０ 備品購入費 128,700 パソコン１台

１１ 積立金 0 

１２ 合計（Ｂ） 128,700 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届出書

令和５年 月 日

宮 崎 市 長 清山 知憲 殿

主たる事務所の所在地 宮崎市佐土原町下田島 20660番地
宮崎市佐土原総合支所 北別館

名 称 広瀬西小校区地域づくり推進委員会

代 表 者 の 氏 名 会長 根井 翼

電 話 番 号 ０９８５－７２－０３５５

令和 ４年 ５月 ２６日付で交付決定のありました地域コミュニティ活動交付金について

は、決算において ２２１，５１０円の残金があり、繰越金として次年度の会計へ繰り越しま

すので届け出ます。

添 付 書 類

令和４年度収支決算(見込)書

（様式第 10号）


